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太陽が顔を見せた冬の 午後、 瓢湖でのんび

り泳ぐコガモたちを観察していた。 雄のきれ

いな羽毛が光を受けて輝く。 突然、 雄たちが

ふしぎな動きを始めた。 体を立てたり首と尾

’を上げたり、 すばやい動作だ。 コガモの雄た

ちは何のためにこのような動きをしているの

だろうか。 詳しく観察してみることにした。

ただあまりにも動きが早く、 細かな動きがと

らえきれない。 そこで、 動きをビデオカメラ

で記録し、 次のようにまとめてみた。
①ス ローモーションやコマ送りにして、 動き

をゆっくり調べる。 ②静止画にして、 動きの

輪郭を透明シートに写す。 ③電子コピーで縮

小し、 全体の流れがわかるように一枚の紙に

まとめる。 このようにすると、 いままでわか

らなかった動きがはっきりとわかってきた。

その後瓢湖に行き観察してみたところ、 ふ

しぎなことに、 今まで速くわからなかった動

きが、 まるでス ローモーションを見ているか

のように細かなところまで見えるのだ。 こう

なると、 彼らが行動するときにまわりの状況

を見る余裕がでてきた。 最も普通に行なう行

動は水はね行動だ。 始めてから終わるまで2

秒かかる。 よく見ると、 雄たちは水を雌を向
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けて、 はね上げていた。 つまり、 彼らは雌に

向かつてダンスを踊り、 求愛をしているのだ

った。 でも雄はどんな雌にも手あたりしだい

求愛するのではない。 首を振りそぶりを見せ

る雌に対して求愛するのである。

オナガガモは雌をしじゅう追いかけている。

ときには雌は雄を振り払うかのように湖上を

飛び回り、 その後を数羽の雄が追いかけ求愛

をする。 雌はきっとこのようにして熱意のな

い雄や体力 のない雄を振り払うのだ。 何度か

雄が求愛をしていると、 雌はある雄が気に入

り、 しだいにその雄について行くようになる。

そして、 意気投合してつがいになると、 2 羽

はいつも一緒に過ごすよ

うになる。 やがて春が来

ると彼らは一時も離れず

シベリアの繁殖地へ向か

うのだ。

冬の湖沼はカモたちの

越冬地であり、 出会いの

場なのである。
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今から10数年前、 私がハヤブサを初めて見

てまだ間もない3 月初旬の頃だ、った。 望遠付

のカメラを担いで目的地に近づくと、 突然ハ

ヤブサのペアが上空に現れて、 高空より地上

すれすれになるまでの広大な空間を、 猛スピー

ドで追い掛けたり、 又、 逆に追い掛けられた

りで、 その固まぐるしさと迫力 に圧倒されて、

カメラは担いだ、ままで全くカメラマンを忘れ

て、 ただただディスプレーの激しさに呆然と

見送るばかりでした。

この季節になると、 毎年見られる光景では

あるが、 いつ見ても感動を与えてくれる。 あ

る時は近くを飛んで、いたウミウが驚いて海に

突っこんだり、 小舟の漁師が声を発しながら

身をすくめるのを目撃したこともあった。

今年の3月2 日、 風の強い曇り空の日であ

ったが、 悪天候でもこの季節になるとじっと

してはいられない。

こうした風の強い日は、 ハヤブサは岩陰で

風を除けてじっとしていることが多い。 そん

な日の観察は無意味とは思われがちだが、 い

つか飛立つのを信じてひたすら待ち続けた結

果、 強風の中でのディスプレーを観察する機

会に恵まれた。 高い空から風にも乗り2 羽で

急降下する姿を眺めていると、 これまで時速

300km説に疑問を抱いていた私の考えが、 一辺

に間違いであったことに気付いた。

あの鋭い刃物のような翼で、 風を切り進む

勇姿はとても撮影不可能だが、 私の脳裏から

は決して消えることはないであろう。
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新潟市から燕市に転勤して l年が経過した。

この問、 じっくりと鳥を見に出かけたことは

ないが、 自動車に双眼鏡を乗せておいたり、

仕事用に鞄に双眼鏡を忍ばせて置き、 「仕事を

しながらj、 「自動車で移動しながら」。 走りば

しり見た鳥達と場所を紹介したいと思う。

・環 境
私の勤務する燕市・ 分水町は、 新潟県のほ

ぼ中央部に位置し、 周囲には水田地帯が広が

る地域で全くの平野部である。 燕市には、 中

之口川が西から東に流れ、 燕市中心部近くに

は中州等もあり、 アシ、 マコモ、 ヤナギが自

生し、 三条市との境界付近には、 新幹線・高

速道路が通り、 新幹線の高架橋を繁殖場所と

している鳥もいる。 分水町には信濃川と大河

津分水が流れ、 河川敷のアシ原、 水田や草地

を利用する鳥も見られる。 また、 大河津分水

下流北側には隣接して標高313.2 mの国上山が

あり、 四季それぞれに変化に富んだ環境とな

っている。

・ツ1＼メ
燕市には、 名前のとおりツバメが集中して

繁殖しているところがある。 それは、 燕市の

中心街である。 3 ・ 8の市が開催されるメイ

ンストリートで、 雁木（昔の雁木ではなく洋

食器の町らしい雰囲気）の天井には照明設備

がちょうどツバメが営巣しやすいようにlOcm×

lOcm位の台が四方についており、 中央に電球

が取り付けてある。 ツバメはその台に営巣し

ており、 この照明設備が各家の前に取り付け

てあって、 2 個の照明設備に l個の割合で営

巣している。 中には、 l個の設備に2 個の巣

があるところもある。 個数としては相当の数

になるのではないか。 今年はちょっと調べて

みたいと思っている。
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・サギ類

義市 松� 漉

燕市消防本部近くの中之口川の中州には、

アオサギ、 ゴイサギ、 コサ ギ、 アマサギ等が

集団で繁殖している。 ここで繁殖しているサ

ギ類は、 近くの水田で採餌したり、 中之口川

の浅瀬で小魚やカエル等を餌としている。 私

が転勤し、 市役所にあいさつに行ったところ、

このサ ギが集団で繁殖している話になり、 付

近の住民から市役所に、 「サギの糞で洗濯物が

汚れるし干せない。 駆除してもらえないか。 J

と苦情が寄せられており、 何とか駆除する方

法はないかと言われたことがあった。 「かつて

に駆除することはできないが、 害のない別の

ところに移動させることを考えたらどうです

か。 町の真ん中でこれだけのサギ類を見れる

ところは新潟県ではありませんし、 一年中繁

殖しているわけではなく季節が変わればいな

くなりますよ。 Jと答えた記憶がある。 近くに

は桜並木もあり、 これからの季節は結構楽し

めるのではないかと思っている。

アマサギ

・チョウゲンボウ
この鳥は、 燕市ではあまり見られない鳥で

あるが、 廃棄物不法投棄の処置で、 三条市と

の境界付近に行った時に確認した。 その後、



新幹線のパイプの上にカラスの巣と思われる

古巣を使ったのか、 それとも新たに作ったの

かは不明なものの、 繁殖している事は2002年

5月中旬ころに確認できた。 しかし、 雛が巣

立ったかどうかは確認できなかった。 この巣

の近くには、 水田、 信濃川の河川敷内の農耕

地、 アシ原、 草地などがあるため、 採餌場所

と営巣場所としては最適の場所ではないかと

思われた。 このチョウゲンボウも今年の楽し

みの一つである。
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新幹線下のチョウ ゲンボウ 営巣場所

・ノジコ
ノジコは、 仕事がらみで分水町の国上山の

裏側から野積に抜ける山道の脇で声を聞いた。

翌週再度確認に行き、 ネムノ キでさえずる本

種を確認した。 国上山周辺では数が非常に少

ない種であると思う。 松代町や高柳町でノジ

コを見てきた私にとっては、 こんなところで

と思いがけない出会いであった。

・サンコウチョウ
サンコウチョウは、 ノジコと同じ日 に声を
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聞き確認したもので、 国上山の植生等から考

えるとノジコより多いのではないかと思う。

西山町の調査や松代町での観察で印象に残っ

ている。 この時は、 エゴノ キの真っ白い花を

見ていた時に声を聞いたもので、 印象深いさ

えずりであった。

・オオジュリン
大河津分水の右岸の河口近くのアシ原には、

秋にオオジュリンが渡来し、 冬を越している。

大河津分水の河川敷には、 水田や畑などの農

耕地があり、 アシ原は少ない。 オオジュリン

が越冬するには面積的に少ないのではないか

と思う。 しかし、 アシ原に行けば少ないなが

ら必ず本種を見ることができ、 春には、 夏羽

への換羽途中のものに出会うこともできる。

・ベニマシコ
大河津分水のアシ原では、 ベニマシコも、

オオジュリンと同じようにみられる。 秋、 堤

防斜面の草地で採餌しているのを観察するこ

とができた。

ベニマシコ

・力ワウ
大河津分水の新洗堰の上流では、 本種数10

羽を見ることができる。 時々潜水して採餌し

たり、 中州で翼を広げて羽毛を乾かしている

様子を見ることも出来る。 ただ、 堤防上から

だとちょっと遠いために見にくい。 昨年大河

津分水記念館ができたので、 この施設から観



察することもできそうだ。

カワウ

・力ンムリカイツブリ
毎年、 冬羽のカンムリカイツプリがカワウ

と同じ様に観察できる。 今年の2 月には、 30

羽ほどの本種を観察したが、 警戒心が強いた

めに、 なかなか近寄りにくかった。 しかし、

少しは観察を楽しむことができる。

カンムリカイ ツブリ

・力モ類
カモ類は、 カワウやカンムリカイツブリと

同じ新洗堰の上流で観察できる。 ここで観察

できるのは、 主に淡水カモ類で、 マガモ、 カ

ルガモ、 コガモ、 オナガガモが中心である。

ハクチョウ類が渡来するということで、 昨年

から、 分水町が猟友会等に働きかけをし、 新

洗堰の上流の中州から下流が5年間 （本来は、

10年間であるが、 猟友会等の賛成が得られず、
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5年間となったと聞いている。）銃猟禁止区域

となった。 しかし、 銃猟禁止区域との境界の

区域外の中州でマガモのデコイや回ガモを使

って「鳥屋撃ち」 をするハンターがおり、 ハ

ンターの使用するモーターボートが区域内を

走行する。 このため、 禁止区域内のカモ類は

定着していないように見える。 今シーズンも

渡来はしていたのだろうが、 ここでハクチョ

ウ類を観察することはできなかった。

・ハクチョウ類
佐潟に渡来しているオオハクチョウが昼間、

分水町佐善、 熊森、 燕市小池地内の水田で数

10羽から300羽位の群れで採餌をしているのを

観察している。 燕市や分水町に渡来するのは
主にコハクチョウのようである。 しかし、 常

時渡来している訳ではない。 採餌のために渡

来するのみで、 見られるのは少ないようだ。

今冬は、 2月初句頃、 雪が多く降り、 餌場と

しての水田が雪で埋もれ、 それ以降観察でき

なかった。 3 月始めの天気のよい日の朝、 燕

市の屋外でハクチョウの鳴き声が聞こえたの

で見ると、 50羽位の群れが北に向け飛んでい

るのを観察した。 その後見ていないので、 こ

れが北帰行の最終便 （？）かもしれない。 私

にとって、 今シーズンのハクチョウ類の見納

めと思っている。

おわりに

燕市と分水町の鳥を 1 年間のうちの数日と

いう短い観察で、 しかもデータも少ないのに

皆さんにこの地域の鳥を紹介することは申し

訳ないと思っている。 しかし、 この地域の鳥

を調べたり、 観察した報告はあまり見ていな

いので、 今年は少しでもデータを蓄積をし改

めて紹介したいと思っている。 そのために、

何をしながらでも鳥を見る時間を見つけよう

と思っている。 それが私のストレス解消の薬

だから…………。



2003年2月2 日、 在住の上越産以外との出

会い（むろん鳥です）を求めて、 初めて参加

させて頂きました。 前週まで大荒れの天気だ

ったので半分不参加の気持ちで迎えた当日、

快晴の空にあわてて車に乗り寺泊まで海岸線

を走りました。 海岸道路を走っていると波や

風に打ち上げられた余りに多いゴミに絶句。

しかし、 後でお世話になったKさんから、 荒

天後の砂浜は珍種が打ち上げられることもあ

ると教えられ、 なるほど、 物は見方で変わる

ものと納得。 着いた寺泊も前日までに降った

雪が残りながらも、 キャッチフレーズの “厳

冬の日本海海鳥を訪ねて” とは、 幸か不幸か

大外れの春の天気に恵まれ、 30人ほどの参加

者で始まりました。

寺泊港内から寺泊水族博物館にかけての観
察では、 カイツブリの魚取りを見ることがで

きました。 当地では珍しいミミカイツブリも

登場しました。 ほかには日向ぼっこをするカ

モメ類、 ウミウ達、 常連さんでしょうか。 そ

の後車で出雲崎海岸に向かい、 路肩に止めた

車の横から、 沖に浮かび羽を休めている多数

のカモ類を観察。 カルガモとマガモ主体で数

百羽の数だったのでしょうか。 アピの出現も

ここだったカ、な。

資料によると寺泊探鳥会で80年2月以来記

録された種は昨年まで79種でしたが、 今日80
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種目が記録されました。イ可だ、ったと思います

か？オオハクチョウです。 水族博物館辺り上

空を6羽で編隊飛行しておりました。 何処か

ら来て何処に行くのでしょうか。

さて本日の出現種は全部で29種。 この中で

私が識別できたのは18種でした。 私にとって

今月が探鳥を初めて l年の区切りになりまし

た。 l年も鳥を見てるんだから、 もっと識別

できなければと自分でも思うのですが簡単で

はありません。 マニュア ルでは分布、 渡り、

季節、 生息地、 場所等々で予測が付くとか何

とか書いてはありますが、 姿や声、 飛影でも

識別してしまう皆さんに思わず尊敬の眼差し

を向けてしまいます。

鳥は、 オスとメス、 夏羽と冬羽、 幼鳥と若

鳥と成鳥、 さえずりと地鳴き、 亜種、 等々本

当に悩ましい。 特に時々しかお目に掛かれな

い鳥や冬しか来ない鳥を来期まで脳内に保存

するなんて奇跡、に近い。 今飛び去った鳥を図

鑑で探す聞に、 あれ？覚える途中経過の苦労

も楽しいことだと自分を励ましているが、 一

人前まで何十年掛かるやら。

今、 私はもう一つの趣味である写真、 デジ

カメ撮影に熱中しています。 ウォッチング同

様、 鳥達を脅かさない様に行動したいと考え

ています。 対象を上越市から近郊へ、 県内、

甲信越、 そして日本の果てへと夢は勝手に広

がります。日本で見られる340種？にどの位迫

れるか楽しみです。 また、 いつか調査や保護

活動にも参加できるレベ ルまでいけたら…。

たらと言えば最後にタラ汁のお礼を言わな

ければ。 本当に美味しかった。 今回は知らず

に来てしまいましたが、 来年はこちらを本命

にしたいほど美味しいタラ汁をご馳走様でし

た。



カナダ太平洋岸に位置するブリティッシュ

コロンピア （BC）州は、 北米大陸西側を縦断

する ロッキ一山脈以西の地域で、 山岳、 森林

地帯からフィヨルドの海域まで多様で豊かな

自然環境が広がっています。 ロyキ一山脈の

氷河を源とするフレーザー河は、 州内最大の

河川で、 亜寒帯性の大森林地帯を通 、 いく

つもの川を集めながら平野部を形成L太平洋

に注いで、おり、 初秋にはベニサケなどの品ケ

・マス類の大群が遡上・産卵する豊かな川とし

て知られています。

フレーザー河河口
サンクチユアリは左端の島に位置する

河口に形成されたパンクーパー市は、 北緯

50度ながら沖合いを流れる暖流のためカナダ

では最も温暖な気候で、 周辺を含め人口170万

人を擁する大都市にもかかわらず市街地には

緑が多く、 背後に連なる山々、 出来る限り自

然のまま残しである河川や入江など豊かな自

然の中で四季の移り変わりを感じることがで

きる都市です。 その郊外南部のデ ル タ地帯は

その名が示すとおりかつては広大な湿地帯で、

現在は住宅・農耕地などになっています。 し

かし、 デ ル タ地帯の中心部に位置するパーン

ズ・ ボグと呼ばれる大湿地は、 保護のためで

きるだけ手をつけないで残しであるなど、 自

西蒲原郡潟東村 岡田成弘

然環境の保全にも配慮がなされています。

サンクチュアリ肉の案内板

幾筋にも分かれて海に注ぐフレーザー河河

口部の中で、 最南端 （サウスアーム）はデ ル

タ地区の西端ラドナーに佐置します。 周辺に

4農耕地が広がり、 新潟平野水田地帯にとて

も良く似た環境が広がっています。

可は栽培されていませんが、 穀類、 ジャガ

イモ、 シュガービートなど多種類の農作物が

生産されています。 四季を通じて多くの野鳥

が見られ、 終日採餌しているマガモの群れ、
コンクリート化されていない水路沿いに低く

パぶハイイ ロチュウヒ、 農耕地に降り立つハ

クLウワシ、 杭や電柱の上からネズミを狙う

ケアシノスリ、 河畔林の高木で繁殖するアカ

サンクチュアリが一望に見渡せる観察タワー



オノスリなど鳥相はとても豊かです。

このデル タ地帯の北部にウエスタムアイラ

ンド（フレーザー河河口の三角州）があり、 その

最端にライフェルバードサンクチュアリがあ

ります。 このサンクチュアリは北アメリカ西

海岸における渡り鳥の重要な飛来地で、 非営

利団体BC1十｜水鳥協会 （BCWS）によって運営

されています。 ビジ ターセンター、 観察小屋、

バードフィーダーなどの設備が整っており、

これまで250種を越える野鳥が観察されていま

す。

サンクチュアリに隣接する農耕地を流れる水路
自然度が高い

ハクガンの越冬地として世界的に有名で、

毎年11月のピーク時には4万 羽を越えるハク

ガンの大群が飛来します。 11月以降は狩猟期

になるため、 群れは周辺の湿地帯やカリフォ

ルニアなどいくつかのグ ループに分散します

が、3月には再び集結して数万 羽の大群となり、

4月に繁殖地である ロシアのウランゲ ル島をめ

ざして飛去します。 サンクチュアリ周辺の土

地は、 ハクガンの渡来時期に政府が借り上げ

餌となる作物を確保しています。 レンジャー

の方に伺った話では、 ハクガンは採ることが

できる全ての植物を食べているということで

す。 2003年 3 月の訪問時は約24, 000羽のハク

ガンが飛来しており、 大群がサンクチュアリ

に隣接する農耕地で採餌していました。 新潟

平野で越冬するハクチョウが12, 000羽ほどな

ので、 その2倍の数がひとかたまりに群れて

採餌している様子は、 まさしくそこだけ雪が

9 -

干責もっているようでした。

サンクチュアリに隣接する農耕地で採餌
背後はパンクーパー市

一斉に群れ飛ぶときは甲高い鳴き声ととも

に空を被うほどで、 生物の持つ巨大なエネル

ギーを感じました。 観察当初は遥か遠くで群

れて採餌していたのですが、 小群単位で徐々

に移動し、 大群の先端を競うように我々観察

者の方に近づいてきました。 最短では 1 5m

くらいの距離まで群れが近づき、 乾燥した耕

地に生えている短い草をむしり取るように一

生懸命食べている様子を見て、 繁殖地である

北極圏でコケ類を採食している様子を想像し

ました。 群れの中には、 純白の成鳥、 グレー

の若鳥のほかに頭部がオレンジがかった成鳥

がいますが、 これはパンクーパ一地区で、越冬

した個体が採餌中に土中の鉄分が付着したも

ので、 他地区で越冬した個体にはあまり見ら

れないということです。 （余談ですがこの話を

聞き、 かつて北海道北部浜頓別町クッチャ ロ

短い草をむしり取るように探食する



湖でハクチョウに給餌をされているYさんから

伺った 「北帰のために集結したハクチョウの

中で、 頭がサピ色になったものは新潟の鳥屋

野潟から来た個体なのですぐにわかる。jとい

う話を思い出しました）。

BC州平野部は訪問の度に新潟平野と似てい

ると感じます。 それぞれが国土の西岸に位置

し、 長大な河川によって形成された肥沃な大

地に湿地が点在し、 豊富な農作物が生産され、

多くの水鳥が北方から飛来し、 彼らが越冬に

必要な食物を得ることができる大きな収容力

があるなど、 共通点が多くあります。 両地区

とも将来にわたり、 人、 鳥ともに安心して暮

らせるやさしい場所であることを願って止み

ません。

飛期時は誕の白と黒のコントラストが目立つ

一斉に群れ飛ぶ
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0月O日。久々に鳥の仲間と酒を飲んだ。「ア

ハハ、 オホホJ と笑いが絶えない。 野鳥の生

態を熱く語る者もいれば、 珍鳥迷鳥の情報交

換をする者、 古き良き時代を惜しむ者、 様々

だ。 年齢も性別も職場も出身地も異なる大人

たちが、 鳥の話だけで盛り上がって、 皆楽し

く生き生きと酔っぱらってさえず、っている。

今日だけは無礼講、 無礼講。

「ところで、 おめさん、 何鳥で春だなーと

感じるね？俺ァ、 雪割草やオオイヌノフグリ

が咲く頃、 決まって・ジョウピタキがヒッ、 ヒ

ッとおじぎしている姿を見ると春だなーと感

じるが、 おめさんは何鳥だね？ J と何人かに

聞いてみた。

eTさん ウグイス

昔も今も、 あの

ホーホケキョに勝

るものはない。

eyさん アオサギ

くちばしが赤い

というか、 オレン

ジ色の婚姻色に変

わると春だなーと

感じる。

し、。

•sさん、 Wさん スズメ

春になるとスズメのチュン、 チュンの声

が騒がしくなり、 微妙に 甲高くなる。 これ

ですよ春は！

•sさん コジュウカラ

残雪の残る早春の山で聞くフイ、 フィは

たまらない。

・Tさん イカjレチドリ

渓流、 山間の河原でフk面を飛びながら鳴

くイカ ルチドリのピウ一、 ピウーと澄んだ

声を聞くと、 もう死にそう0

・Kさん カシラダカ

北に帰るまえに群れて、 －りのような真

似のできない、 あのぐぜり。

•Hさん カモ（たし

かオナガガモ？）

カモのH。水中で、

長くのびた雄のペ

ニス。 こりゃたま

らん。 春だ。

アオサギ

・wさん、 Tさん カワラヒワ

なんてったって、 あのジュイーン、 コロ

コロと鳴き、 蝶のように舞う飛び方に春を

感じる。

•Kさん ヒJ \ リ

そりゃーヒバリの噌りですこて0

・wさん アオジ

河川敷の柳の上で曙るあの声。 たまんな

イヤーたまげた！

十人十色、 実にマニアックの奴らが多い。 鳥

が好きなどと言うと、 昔であれば変人あつか

いかも知れないが、 季節を感じる心は誰にも

負けない鳥きちならではの誇れる技かも知れ

ない。

後日、 他の人にも聞いてみた。 ツバメの初

言患やカワラヒワのピーン、 コロコロカf多い。

マニアックなところで、 水田のトラクターの

後ろで群れるユリカモメの黒くなった頭とい

う人もいた。 ともあれ鳥きちたちに、 今年も

春がやって来たようだ。

ユリカモメ

司EA喝lA



ミεユシシポ『偉鶴と水島をめぐヮて』の閲健を終えて

昨年11月2 日（土 ）午後2 : 00～4 : 00、 佐

潟水鳥湿地センター（新潟市赤塚）を会場に

して 「佐潟と渡り鳥をめぐってj と題したミ

ニシン ポジウムが開催されました。 急な案内

で、 しかもあまり広く呼びかけをしなかった

ため、 この催し物についてご存じなかった方

も多かったと思われます。 紙面をお借りし、

開催の趣旨や当日の様子などを簡単に書き記

しておきたいと思います。

新潟市では、 県内屈指の水鳥生息地で、ある

「佐潟Jがラムサール条約 登録湿地になったの

をきっかけに環境保全やワイズ・ユースを進

める努力 をしています。 一方、 その主旨を活

かすため、 佐潟学術研究奨励補助金制度を設

けて佐潟に関する基礎研究を振興・援助する

施策も進めてきました。 今回、 酪農学園大学

獣医学部の浅川満彦助教授がこの助成金を得、

現地調査のため遠路北海道から度々新潟に来

られたのを機会と捉え、 「獣医学的見地から野

生動物、 特に水鳥をめぐる情報収集や情報交

換のためネットワーク構築を試みたいjとい

う希望に沿って関係者と相談し、 開催にこぎ

付けた次第です。 このシン ポは、 野鳥や獣の

寄生虫や病気に詳しい浅川先生と共同研究者

で野鳥の研究家として名高い同大学のマーク

・ブラジ ル博士のお話しをお聞きし、 地元野鳥

研究者や愛好家と情報交換するのがねらいで

した。 当日の内容は下記のプログラムをみて

いただけばおよそ検討がつくと思います。 急、

な案内にもかかわらず、 主催者である日本鳥

新潟市 千葉 晃

類標識協会新潟グ ループ （代表 渡辺央氏）

と共催者である新潟市環境対策課のお計らい

で、 会場一杯（約40名）の参加者を得て有意

義な催しができました。 質疑も活発に行われ、

本会会員の中には終了後も自分の観察データ

を持ってマ・ ブラジ ル博士と懇談する姿がみ

られました。 この催し物を契機とし、 学際分

野での新たな協力 が生まれつつあります。 本

年 3 月中旬新潟市の海岸林で越冬中のミヤマ

ガラスが2 ～3 日の間に50羽ほど集団死亡す

る出来事がありました。 この人脈を活かし、

大学研究者、 地元野鳥愛好家、 行政当局が連

絡し円滑な対応ができ、 死因究明に必要な処

置をすることができました。 今後もご協力を

お願いする次第です。 以下にプログラムを付

記します。

7ロゲラム

挨拶 渡辺 央

話題 1. 東アジア・極東ロシアにおけるハクチ

ヨウ類の渡りと繁殖地 M.ブラジ ル

話題2. 日本産野鳥における感染症・寄生虫

症の概要 浅川満彦

話題3. 水原町瓢湖におけるカモ類標識調査

本間隆平

話題4 . ラムサー ル 登録湿地 「佐潟j での標

識調査 千葉 晃
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